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KNOPPIXは1枚のCDのみで起動するLinux
ディストリビューションである。ハードディ
スクを必要としないため、Windowsプレイ
ンストールパソコンでも手軽にLinuxアプリ
ケーションを体験できる。KNOPPIXはパソ
コンに接続してあるデバイスの自動認識に
優れており、ネットワーク、ビデオデバイ
スなどの設定が起動時に自動的に行われる。
このような利便性を有するLinuxディストリ
ビューションを次世代インターネットプロ
コルのIPv6に対応し、手軽にIPv6が使える
KNOPPIX/IPv6を開発した。
次世代インターネットプロトコルIPv6は、
現在のインターネットプロトコルIPv4がもつ
アドレス枯渇やセキュリティなどの問題解決
が行なえると期待されている。研究開発は日
本が世界をリードしながら進んでおり、現在
では普及促進段階に移行している。しかし、
IPv6が利用可能になるためには、OSのIPv6
対応、アプリケーションのIPv6対応、ネット
ワークのIPv6対応がそれぞれ必要であり、ど
れか一つが欠けてもIPv6が利用できなくなる
ため、普及に向けた課題となっていた。
KNOPPIX/IPv6は上記課題の解決策の一つ
として開発した。CD-ROMで起動するだけで

インストールや設定なしにIPv6が設定され、
手軽にIPv6環境を利用可能とした。具体的

スタックを組み込んだ。アプリケーション
のIPv6対応としては、Webブラウザ（Mozilla, 
Konqueror）、メールソフト（Sylpheed, Kmail）
など、デスクトップ用として一般的に利用す
るようなポピュラーなものを収録した。ネッ
トワークのIPv6対応に関しては、現在利用さ
れているIPv4環境であってもIPv6環境に対し
てトンネル接続を行える6to4機能を組み込ん
だ。これにより、ユーザはネットワーク環境
がIPv4であるかIPv6であるかを意識すること
なく利用可能である。さらにKNOPPIX/IPv6
は中継機の機能（ルータ）を併せ持つため、既
存のパソコンにネットワークカードを複数接
続すればIPv6ネットワーク実験環境を構築で
きる。
これらの機能は国際認証機関であるIPv6 
Ready Logo Committeeにより動作確認が行わ
れ、Linux ディストリビューションとして世
界で初めて国際的接続認証IPv6 Ready Logo
を取得した（2004年8月29日付け）。今後は
KONPPIX/IPv6を使い、IPv6の普及促進活動
を進めていく。
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関連情報
● 共同研究者, 千葉大作,丹英之（株式会社アルファシステムズ）, WIDEプロジェクト（代表 慶応義塾大学 村井純教授）.
● IPv6 Ready Logo approved application List：http://www.ipv6ready.org/logo_db/approved_list.php
● プレス発表 ,平成16年 9月 14日：http://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/pr2004/pr20040914/pr200400914.html

図2　IPv6 Ready Logo
KNOPPIX/IPv6は Linux Kernel 2.4および2.6そ
れぞれでホストとルータの4つの認証を受けている。

図1　KNOPPIX/IPv6 ラベルデザイン
CDイメージやラベルデザインは下記URLよりダウ
ンロードが可能である。
http://www.alpha.co.jp/knoppix/ipv6/


